
社会福祉法人　群馬県社会福祉協議会

NO.238
2011 秋号

「福祉ぐんま」の作成経費として共同募金配分金を使用しています。

■主な内容
＊苦情解決の体制整備アンケート調査結果･･･2～3
＊豪雨災害ボランティアバス運行報告･･･4　　＊虐待防止セミナー ･･･4
＊平成二十三年度群馬県社会福祉大会･･･4　　＊東日本大震災支援報告･･･4
＊共同募金情報･･･5
＊ボランティア情報･･･6～7
＊素敵な笑顔･･･8　　＊地区別ミニ就職面接会･･･8　　＊福祉まめ知識･･･8 知的障害児施設つつじヶ丘学園はなぞの園知的障害児施設つつじヶ丘学園はなぞの園

中島　慧さん中島　慧さん
（関連記事は８ページに掲載）（関連記事は８ページに掲載）
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　本調査は、県内の2,186施設を対象に、平成23年４月１日現在の苦情解決体制についてアン

ケートを実施いたしました。1,845施設からの回答をいただきました。（回収率は84.5％）

　ご協力いただきました事業所にはこの場をおかりいたしましてお礼申し上げます。

設置済
94.3％

苦情受付担当者の設置状況

●苦情受付担当者の設置は94.3％

予定なし
3.2％

設置予定
2.5％

苦情受付担当者は実際に申出人からの苦情を受け付ける担当
者です。設置率は94.3%、設置予定は2.5%です。

民生委員
24.1％

その他
28.6％

評議員
15.4％

監事
18.7％

他社福法人
役職員
5.7％

学校教員
1.6％弁護士

5.2％
大学教授
0.7％

第三者委員の属性

●第三者委員の属性は民生委員が約1/4

第三者委員を設置している事業所で、その属性は、民生委員・児
童委員が 24.1% で約 1/4、次いで法人の監事、評議員と続いて
います。
その他の中には、前保護者会長、区長、元民生委員なども挙げら
れています。

設置済
94.3％

苦情解決責任者の設置状況

●苦情解決責任者の設置は94.3％

予定なし
4.1％

設置予定
1.6％

各事業所の苦情解決責任者は、設置済が 94.3％、設置予定
が1.6％となっています。

設置済
66.3％

第三者委員の設置状況

●第三者委員の設置は66.3％

予定なし
27.7％

設置予定
6.1％

苦情解決責任者、受付担当者と比べると設置率が低い第三
者委員ですが、年々設置率も上昇しています。

２人
56 5％

３人
28.6％

１人
9.4％

４人以上
5.5％

第三者委員の設置人数

●第三者委員の人数は２人の設定が多い

２人
56.5％

３人
28.6％

１人
9.4％

４人以上
5.5％

第三者委員の設置人数

第三者委員を設置している事業所のうち、県内では２人の設定が
56.5% と全体の半分以上です。次いで 3 人としているのが
28.6%です。
国の指針では、「中立・公平性の確保のため、複数であることが
望ましい」とあります。

事業者段階における苦情解決の体制整備アンケート

調 査 結 果
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○
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

　

苦
情
解
決
責
任
者
の
設
置
率
が

94
・
３
％
、
苦
情
受
付
担
当
者
が

94
・
３
％
に
比
べ
、
三
者
委
員
の
設

置
率
は
66
・
３
％
と
少
な
い
状
況
で

す
。（
第
三
者
委
員
と
は
、
経
営
者

が
選
任
し
、
第
三
者
の
立
場
で
苦
情

申
出
人
へ
の
助
言
、
事
業
者
へ
の
助

言
、
苦
情
申
出
人
と
苦
情
解
決
責
任

者
の
話
し
合
い
へ
の
立
会
い
・
助

言
、
利
用
者
か
ら
の
直
接
苦
情
受
付

等
を
行
い
ま
す
。）

○
第
三
者
委
員
の
状
況

　

多
く
の
施
設
で
は
第
三
者
委
員

は
二
人
の
設
定
が
多
く
、
属
性
は
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
全
体
の
約

¼  
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
第
三
者
委
員
の
必
要
性

　

苦
情
の
申
し
出
人
が
普
段
接
し

て
い
る
職
員
に
対
し
て
直
接
言
い

づ
ら
い
場
合
な
ど
に
第
三
者
委
員

に
申
し
出
ま
す
が
、
事
業
所
側
に

と
っ
て
も
、
苦
情
を
施
設
内
の
意
見

だ
け
で
解
決
す
る
よ
り
も
、
委
員
か

ら
の
客
観
的
な
意
見
も
取
り
入
れ
、

よ
り
公
平
な
解
決
へ
向
か
う
た
め

に
も
第
三
者
委
員
の
設
置
は
重
要

で
す
。

○
第
三
者
委
員
の
設
置

　

法
人
が
複
数
の
事
業
所
を
持
っ

て
い
る
場
合
は
、
法
人
内
で
共
通
の

第
三
者
委
員
を
設
置
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
。　

　

第
三
者
委
員
へ
の
報
酬
は
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
が
国
の
指
針
に

よ
る
と
、「
第
三
者
委
員
へ
の
報
酬

は
中
立
性
の
確
保
の
た
め
、
実
費
弁

償
費
を
除
き
出
来
る
限
り
無
報
酬

と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
※
巡
回
訪
問

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委

員
会
で
は
、
体
制
整
備
に
つ
い
て
の

相
談
を
含
め
、
各
事
業
所
に
巡
回
訪

問
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
各
事

業
所
に
出
向
き
、
苦
情
体
制
整
備
に

つ
い
て
の
説
明
と
資
料
の
提
供
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
苦
情
解
決
体
制

整
備
に
つ
い
て
の
質
問
等
は
、
運
営

適
正
化
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

群
馬
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正

化
委
員
会

℡
０
２
７
‐
２
５
５
‐
６
６
６
９

○
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

　

本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
今
後
も
継
続

し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。（
隔
年

で
実
施
予
定
）

　

今
後
と
も
さ
ら
な
る
体
制
整
備

の
充
実
と
、
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

40
（％）

60

80

100

H17

49.6

84.8

86.1

H18 H20 H23 （年度）

55.7
58.7

66.3

88.3 88.5

94.3
89.3 90.7

94.3

●苦情解決責任者等設置率の推移 設置率は年々向上しています。第三者委員は
約三分の二の事業所で設置されています。

苦情解決責任者
苦情受付担当者
第三者委員

苦情体制整備につきましては県社協ホームページに掲載しておりますのでご参照ください。

　苦情解決体制整備については群馬県社会福祉協議会のホームページに整備マニュアルが記載され

ています。　

　http://www.g-shakyo.or.jp ➡　県社協ホームページ ― 運営適正化委員会 ― 事業所における
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 苦情解決体制整備について

掲載内容は以下のとおりです。

　○概要　　○苦情受付業務の流れ

　○体制整備手順　　○必要書類、様式

　苦情解決に必要な各種様式（苦情受付書等）、規定等ダウンロードできますのでご活用ください。
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児
童
虐
待
、
障
害
者
虐
待
、
高
齢

者
虐
待
の
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や
課
題

に
つ
い
て
、
参
加
者
と
共
に
考
え
る

場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

○
平
成
23
年
10
月
18
日
㈫

「
児
童
虐
待
に
つ
い
て
」

講
師　

 

山
梨
県
立
大
学

　
　
　

人
間
福
祉
学
部　

教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
澤　

哲
氏

○
平
成
23
年
11
月
26
日
㈯

「
障
害
者
虐
待
に
つ
い
て
」

講
師　

埼
玉
県
立
大
学

　
　
　

保
健
医
療
福
祉
学
部　

教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
日
雅
也
氏

○
平
成
23
年
12
月
1
日
㈭

「
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
」

講
師　

 

日
本
高
齢
者
虐
待
防
止
学
会

評
議
員　

帝
京
大
学　

医
療

技
術
学
部
看
護
学
科
教
授　

　
　
　
　
　
　

岸
恵
美
子
氏

【
会
場
】

　

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

８
階
ホ
ー
ル

   

（
前
橋
市
新
前
橋
町
13
│
12
）

【
連
絡
先
お
よ
び
申
込
先
】

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
課
ま
で

　

☎
０
２
７
│
２
５
５
│
６
２
２
６

　

℻
０
２
７
│
２
５
５
│
６
１
７
３

群
馬
県
社
協
に
お
け
る

東
日
本
大
震
災
支
援
報
告

　

８
月
31
日
を
も
っ
て
延
べ
504
人
、

約
５
ヶ
月
に
及
ぶ
福
島
県
南
相
馬
市

社
協
へ
の
職
員
派
遣
が
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

　

９
月
５
日
か
ら
は
、
全
国
社
会
福

祉
協
議
会
の
依
頼
に
基
づ
き
、
被
災

者
の
生
活
立
て
直
し
を
支
援
す
る
た

め
、
福
島
県
相
馬
市
社
協
・
生
活
復

興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
職
員

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様

が
一
日
で
も
早
く
生
活
を
立
て
直
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
微
力
な
が
ら
お

手
伝
い
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

虐
待
防
止
セ
ミ
ナ
ー

虐
待
防
止
セ
ミ
ナ
ー

の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

【
内　

容
】

第
一
部　

記
念
講
演

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

　

演
題

　
「
生
き
る
力
」

　
〝
あ
り
が
と
う
〞は
魔
法
の
こ
と
ば

  

講
師　

中
島　

啓
江（
歌
手
）

第
二
部　

式
典

　
　

午
後
１
時
〜
３
時

【
主　

催
】

　

群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委
員
会

　

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

群
馬
県
共
同
募
金
会

【
期　

日
】

  

平
成
23
年
11
月
21
日
㈪

  
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
会　

場
】

　

前
橋
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル　

　

前
橋
市
南
町
３
丁
目
62
番
地
１

【
連
絡
先
】

  

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
大
会
事
務
局
）

  

前
橋
市
新
前
橋
町
13 

‐ 

12

　

☎
０
２
７（
２
５
５
）６
０
３
３

　

℻
０
２
７（
２
５
５
）６
１
７
３

「
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
創
立
60
周
年
」記
念

 

平
成
二
十
三
年
度
群
馬
県
社
会
福
祉
大
会

【
テ
ー
マ
】　
「
人
と
人
と
の〝
絆
〞と
も
に
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」

  

永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し
、

感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
県
民
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
開
催
し
ま
す
。

　７月27～ 30日にかけて新潟、福島県で発生し

た「平成23年７月新潟・福島豪雨」の被災地支援

として、『ボランティアバス』を運行。ボランティ

ア活動は、新潟県内の災害ボランティアセンター

と連携し、現地のニーズに対応した活動を行いま

した。

　計４日間、延べ121人のボランティアとともに新潟県魚沼市災

害ボランティアセンターおよび新潟県三条市災害ボランティアセ

ンターへ赴き、猛暑と呼ぶにふさわしい気候の中、家屋の泥だし

などの活動を行いました。御協力いただいた皆さん、ありがとう

ございました。

　災害支援ボランティア募集は、随時ホームページ上で募集を行

います。今後とも御協力をお願いします。

豪雨災害ボランティアバス運行報告豪雨災害ボランティアバス運行報告

床上浸水で汚れた建具を洗うボランティア床上浸水で汚れた建具を洗うボランティア

道路をふさぐ土砂を越えてボランティア希望者宅へ向かう道路をふさぐ土砂を越えてボランティア希望者宅へ向かう
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赤 い 羽 根 情 報
http://www.akaihane-gunma.or.jp/

今年も共同募金運動に
ご協力をお願いします。

運動期間：

10月 1日～12月31日

じぶんの町を良くするしくみ。

今年の募金目標額　315,331,000円
（一般募金198,000,000円、歳末募金117,331,000円）

社会福祉
法　　人群馬県共同募金会

前橋市新前橋町 13番地の 12
群馬県社会福祉総合センター４階
℡ 027-255-6596  ℻ 027-255-6214
e-mail:info@akaihane-gunma.or.jp

あなたの町に還る募金です。　10月１日よりスタート！

平成 23年度共同募金運動

赤い羽根「たすけあいの輪づくり」活動支援特別配分

対象事業

平成24年度に実施する、市町村域や小地域（小学校区域や
日常生活圏域）で行う事業で、単なる物品等整備に止まら
ず、人的ネットワークを活かした地域密着型活動を行うも
の。

事業の例示: ① 地域住民で行う防災・防犯活動　② 高齢者、子ども、
障害者等の生活・自立支援、見守り活動　③ ①②を推進するために実施
する研修会及びネットワーク化活動

対象団体
市町村社協、NPO法人、ボランティア団体、自治会等地
域団体、PTA等

申請方法
◆配分限度額◆ 申請事業経費の90％以下（上限20万円）
◆申請方法◆ 所定の申請様式により、群馬県共同募金会
　に11月30日までに提出（郵送可）

詳細は群馬県共同募金会までお問い合わせください。
要領・申請書様式はホームページにも掲載しています。

Ｑ．集められた募金はどんなことに使われているの？

Ａ .群馬県の社会福祉のために県内各地で役立てられます

地域の「たすけあいの輪」づくりを応援します！

　NPO、ボランティア団体の活動支援や社会福祉協議会の地域福祉事業、社会福祉施設の整備、地域の防災・防犯活動、
保育所・学童保育所の備品購入などに配分しています。
　例えば

車両配分では… 福祉施設やNPOの行う高齢者・障害者等への移送サービス、配食サービス用車両や車
いす用車両購入の補助

事業経費・運営 費配分では…在宅知的・精神障害者の地域生活・自立応援（グループホーム等への移
行支援など）事業やボランティア団体の活動費などをサポート

特別配分（たす けあいの輪づくり）では…住民同士の支え合いネットワーク作りや要支援者マップ作成、
地域パトロール、高齢者と子供達が触れあう地域異世代交流、子育て中の親を対象と
したワークショップ開催などの支援

災害時に備えるための災害準備金の積立も行っています

●みなさんから預かっ
た真心を、必要とすると
ころに届けています●

「赤い羽根データベースはねっと」で
全国の配分データが検索できます。
http:/ /www.akaihane.or. jp/
hanett/
●あなたのまちで、募金がどのよう
につかわれているか、群馬県共同募
金会のホームページでご覧いただけ
ます。

特別配分助成情報



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
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　平成16年４月から安中市地域福祉支援センター
に移転しました。
　安中市ボランティアセンターでは、ボランティ
アの登録・相談を行い、活動したい人と手助けが
必要な人をコーディネートしています。
　福祉教育事業として、市内小・中学校に大人ま
でを対象に「福祉体験サポーター」による車いす
体験・高齢者疑似体験・ブラインドウォーク体験
を行い、高齢者や障害者の理解を深める活動をし
ています。
　また、一人でも多くの方にボランティア活動に

参加してもらうための入門講座を開講し、ボランティア人口を増やす活動を積極的に行っています。
各ボランティア団体同士の交流会も年１回開催し、市内ボランティア同士の連携も図っています。
　市民の方々がボランティア活動に興味を持ち、気軽に参加できるような場所・雰囲気づくりを心
掛けて、地域福祉の推進に努めていきます。

安中市ボランティアセンター
〒379－0116　安中市安中3-19-27　TEL 027－382－8397　FAX 027－382－8396

　９月10日㈯、高崎操車場跡地周辺土地区画整理事業
地内で、群馬県総合防災訓練が行われました。
　今までの訓練に加えて、この度の東日本大震災での支
援経験も活かし、避難者の誘導訓練がプラスされた訓練
となりました。
　その中で、実際に被災した際の社協としての災害支援
の活動をイメージして、高崎市社協・県社協・桐生市社
協・伊勢崎市社協・災害ボランティアぐんま・赤十字防
災ボランティアの協働により、高崎市災害ボランティア
センター設置訓練を行いました。
　震度７の地震と豪雨による水害を想定し、災害ボラン

ティアセンターの一般的な１日の流れと、家屋内外に散乱した物の分別・
ローラー作戦・泥出しの３つの依頼を模擬訓練しました。
　なるべく実際と同様の体験とするため、ボランティアの方々にもセン
ター運営に関わっていただきました。夕方ミーティングの各班からの報
告では、ニーズ班からの記入不備で他の班が困ったことや、付箋が剥が
れやすいのでテープで貼ったなど、実際の現場で出るような意見や改善
点が出されました。
　これらの経験を活かし、高崎市社協では、災害ボランティアセンター
運営マニュアルの作成にとりかかる予定です。

安中市ボランティアセンター

ボランティアセンターHel
lo!

高崎市災害ボランティアセンター設置訓練

～群馬県総合防災訓練より～

地域の方々よりバザー品の提供をいただく

センター運営ボランティアによるボランティア受付

職員からのオリエンテーションを受ける
ボランティアのみなさん



  福祉ぐんま№238（2011　秋号）

7

　平成18年、本県において実施した「第15
回全国ボランティアフェスティバルぐんま」
の成果を愛知～新潟～愛媛～広島と継承し、
全国レベルでの地域ボランティア活動の振興
をはじめ、ボランティア・ＮＰＯなどの交
流・研究の場づくり、さらには新たなネット
ワークの構築・形成を目的として、「第20回
全国ボランティアフェスティバルＴＯＫＹＯ」
大会をボランティア国際年＋10記念事業と
して東京都の両国国技館、青山学院大学を会
場に、「市

わたしたち

民がつくる、強くしなやかな社会」
とのテーマの下、開催します。

期日　11月12日㈯～13日㈰
【ふれあい広場】 内　容　ボランティア活動紹介、模擬店など
【分科会・フィールドワーク】

内　容　 震災や地域のつながり、まちづくりな
どを考える63の分科会を予定。

【シンポジウム及びクロージングセッション】 
テーマ　「市

わたしたち

民がつくる、強くしなやかな社会」

〈お問い合わせ先〉
第20回全国ボランティアフェスティバルTOKYO実行委員会事務局
〒162－0823　東京都新宿区神楽河岸1－1　セントラルプラザ10Ｆ

　東京ボランティア･市民活動センター内
　TEL 03－3235－1171　　FAX 03－3235－0050

社
会
福
祉
協
力
校

社
会
福
祉
協
力
校

渋
川
市
立
金
島
小
学
校

渋
川
市
立
金
島
小
学
校

１
．
福
祉
教
育
の
目
標

　

本
校
で
は
、「
や
さ
し
く
思
い
や

り
の
あ
る
子
ど
も
」
の
育
成
を
目

指
し
、
福
祉
教
育
に
か
か
わ
る
体

験
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
仲
間
と

共
に
助
け
合
い
、
高
ま
り
合
う
実

践
力
を
育
て
た
り
、
社
会
福
祉
へ

の
理
解
や
関
心
を
深
め
、
進
ん
で

奉
仕
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
も
つ

児
童
の
育
成
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

２
．
取
り
組
み
内
容
の
紹
介

　

本
校
で
は
、
各
学
年
が
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
や
「
特
別
活

動
」
の
中
で
主
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
児
童
会
・
栽
培
委

員
会
の
児
童
が
中
心
と
な
り
、
全

校
児
童
に
呼
び
か
け
な
が
ら
「
校

内
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

⑴
福
祉
体
験
活
動

　

様
々
な
障
害
を
も
つ
人
の
生
き

方
に
触
れ
な
が

ら
、
今
の
自
分

を
見
つ
め
、
共

に
生
き
る
心
を

も
ち
、
自
分
ら

し
い
生
き
方
を

求
め
よ
う
と
す

る
態
度
を
育
て

る
た
め
、
盲
導

犬
に
つ
い
て
学

ん
だ
り
、
車
椅

子
体
験
や
高
齢

者
疑
似
体
験
を

し
た
り
、
さ
ら

に
は
ブ
ラ
イ
ン

ド
ウ
ォ
ー
ク
や

手
話
の
体
験
に

も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

⑵
校
内
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

本
校
は
緑
豊
か
な
環
境
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
児
童
は
、
校
舎

に
併
設
す
る
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー

に
花
の
苗
を
た
く
さ
ん
植
え
付
け

ま
す
。
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、

サ
フ
ィ
ニ
ア
、
ベ
ゴ
ニ
ア
、
サ
ル

ビ
ア
、
日
々
草
な
ど
色
鮮
や
か
な

花
々
が
花
壇
を
彩
り
ま
す
。

　

ま
た
、
６
年
生
は
、
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
に
よ
り
、

三
本
立
て
の
菊
作
り
に
一
人
一
鉢

ず
つ
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

３
．
３
カ
年
の
成
果
と
課
題

　

体
験
的
な
学
習
を
中
心
と
し
た

本
校
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
児

童
は
、相
手
の
現
在
の
状
況
、困
っ

て
い
る
こ
と
、
大
変
な
思
い
を
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
想
像
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
相
手
の
こ
と
を
考
え
、

親
切
な
行
為
を
自
ら
進
ん
で
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
花
の
栽
培
を
通

し
て
、
自
然
や
そ
の
中
に
生
き
る

動
植
物
を
大
切
に
す
る
心
も
育
ち

つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

第20回全国ボランティアフェスティバルTOKYO大会
ボランティア国際年＋10記念

校内花いっぱい運動　学校支援ボランティアの方とともに三本立て菊作り



パソコン版
　http://www.nw.fukushi-work.jp/

　　　福祉のお仕事　　　　検索

モバイル（携帯電話）版
　http://www1.fukushi-work.jp/cool/m/
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中
島
慧
さ
ん
は
、
桐
生
市
に
あ
る

知
的
障
害
児
施
設
「
は
な
ぞ
の
園
」

の
生
活
指
導
員
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
生
活
全
般
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
参
加
す
る
社
会
人
野
球
チ
ー

ム
が
県
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど
、
仕

事
と
野
球
に
全
力
投
球
の
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
お
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け
は
？

　

３
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
す
が
、
小

さ
い
頃
か
ら
子
ど
も
好
き
で
、
よ
く

近
所
の
年
下
の
子
ど
も
の
面
倒
を
み

て
い
ま
し
た
。
短
大
で
保
育
士
の
資

格
を
取
得
し
、
卒
業
後
、
実
習
で
お

世
話
に
な
っ
た
こ
の
施
設
に
就
職
し

ま
し
た
。

お
仕
事
の
内
容
は
？

　

入
浴
介
助
、
着
替
え
介
助
、
食
事

介
助
等
の
生
活
支
援
が
メ
イ
ン
で
す
。

中
学
１
年
か
ら
高
校
３
年
ま
で
の
11

名
を
、
職
員
３
人
で
担
当
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
目
標
を
立
て

て
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
思
う
よ
う
に
い
か
な
く

て
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
先
輩

か
ら
助
言
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

 

野
球
が
趣
味
だ
と
か
。

　

小
学
生
の
頃
か
ら
少
年
野
球
チ
ー

福
祉
ま
め
知
識

福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識

Ｑ　
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
」
と
は
な
ん
で
す
か
。

Ａ　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
は
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
共
同
募
金
会
等
で
構
成
さ

れ
た
団
体
で
す
。

　

平
成
16
年
10
月
に
起
き
た
新
潟
中

越
地
震
発
生
直
後
、
日
本
経
団
連
、

日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
、
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
、
中
央
共
同
募
金
会
等

で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
に

関
し
て
の
情
報
交
換
の
機
会
を
持
っ

た
こ
と
を
始
ま
り
と
し
て
そ
の
後
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
が
起
き
た
場

合
は
こ
の
団
体
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
現

地
に
駆
け
付
け
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
等
に
つ
い

て
支
援
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、
ス

タ
ッ
フ
を
派
遣
し
、
現
在
も
支
援
・

復
興
に
向
け
て
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

知的障害児施設つつじヶ丘学園はなぞの園　中島　慧さん
　

お
話
を
伺
っ
た
後
、
野
球
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
着
替
え
て
、
近
く
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
写

真
撮
影
を
し
ま
し
た
。
県
実
業
軟
式
野
球
大
会
Ｃ
ク
ラ
ス
で
優
勝
し
た
だ
け
あ
り
、
さ
す

が
に
投
球
フ
ォ
ー
ム
も
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

ム
に
入
っ
て
い
て
、
桐
生
商
業
時
代

に
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
ベ
ン
チ
入
り
し

て
い
ま
し
た
。
現
在
は
「
Ｈ-

19
」

と
い
う
社
会
人
チ
ー
ム
で
外
野
を

守
っ
て
い
ま
す
。
今
年
、
県
実
業
軟

式
野
球
大
会
Ｃ
ク
ラ
ス
で
優
勝
し
た

ん
で
す
よ
。
練
習
は
週
２
回
。
木
曜

日
に
は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

打
撃
練
習
、
日
曜
日
は
ほ
と
ん
ど
試

合
で
す
。
施
設
で
も
野
球
好
き
な
子

が
い
る
の
で
、
よ
く
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
の

目
標
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
の
仕
事
は
、
大
変
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
目
標
を
達
成
し
た
と

き
の
喜
び
は
と
て
も
大
き
く
、
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
な
に
よ
り
も
信
頼
関
係
が
大
切

な
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
目
を
見
て
話
す

こ
と
を
心
が
け
、
こ
れ
か
ら
も
積
極

的
に
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て
い
き

た
い
で
す
。
趣
味
の
野
球
で
は
、
や

る
か
ら
に
は
勝
つ
野
球
を
し
た
い
の

で
、
Ｂ
ク
ラ
ス
で
も
優
勝
を
目
指
し

た
い
で
す
ね
。

秋
号
表
紙素

敵
な
笑
顔

　

福
祉
分
野
で
は
、
人
材
不
足
が
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
介
護

職
の
人
材
需
要
は
こ
れ
か
ら
も
増
え
続

け
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

高
崎
市
・
太
田
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク
で

は
、
福
祉
分
野
の
人
材
確
保
を
目
的
と

し
て
「
地
区
別
ミ
ニ
就
職
面
接
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
本
面
接
会
は
、
地

区
別
に
開
催
す
る
こ
と
で
、
求
人
事
業

所
と
求
職
者
と
の
効
果
的
な
マ
ッ
チ
ン

グ
を
図
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
県
内
４
ヶ
所
で

開
催
し
、合
わ
せ
て
71
の
求
人
事
業
所
、

学
生
・
一
般
含
め
２
９
４
人
の
求
職
者

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
積
極
的
に
ブ
ー
ス
を

訪
問
し
、
面
談
を
行
う
求
職
者
の
姿
が

見
ら
れ
、
事
業
所
か
ら
は
「
今
後
の
人

材
確
保
に
向
け
て
役
立
っ
た
」
と
い
う

感
想
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
福
祉

人
材
バ
ン
ク
で
は
、
今
後
も
人
材
確
保

お
よ
び
求
職
者
の
就
職
活
動
の
支
援
を

目
的
と
し
て
就
職
面
接
会
を
開
催
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
・
バ
ン
ク
窓
口
で

は
、
福
祉
施
設
等
の
求
人
を
随
時
受
付

け
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

窓
口
は
県
内
に
３
ヶ
所

○
群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
７
‐
２
５
５
‐
６
６
０
０

　

〒
371
‐
8525
前
橋
市
新
前
橋
町
13
‐
12

（
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
６
階
）

○
高
崎
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

　

℡
０
２
７
‐
３
２
４
‐
２
７
６
１

　

〒
370
‐
0045
高
崎
市
東
町
80
‐
１

（
高
崎
市
労
使
会
館
１
階
）

○
太
田
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

　

℡
０
２
７
６
‐
４
８
‐
９
５
９
９

　

〒
373
‐
0853
太
田
市
浜
町
２
‐
７

（
太
田
市
福
祉
会
館
１
階
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
福
祉
の
お
仕
事
」

で
も
求
人
検
索
、
事
業
所
登
録
や
求
人

登
録
が
で
き
ま
す
。

福
祉
・
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

福
祉
・
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

「
地
区
別
ミ
ニ
就
職
面
接
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
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